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市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
月

十
四
日（
木
）か
ら
十
七
日（
日
）

ま
で
市
民
文
化
会
館
に
お
い
て
、

「
座
間
の
軌
跡
を
訪
ね
る
ア
ー

ト
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
制
施
行
三
十
周

年
を
記
念
し
、
こ
れ
ま
で
に
郷

▼星野市長と談笑する市内在住の画家浮島
賢一さん。後ろは、寄贈された油絵「球と
花嫁」（写真左）と「神秘」（同右）

〜
白
い
シ
ョ
ー
ル
の
女
〜　

田
辺　

謙
輔

土
を
愛
す
る
芸
術
家
と
市
民
に

よ
っ
て
市
に
寄
贈
さ
れ
た
芸
術

作
品（
絵
画
、
彫
塑
、
書
な
ど
）

を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
鑑
賞
し

て
い
た
だ
き
、
新
た
な
文
化
交

流
の
場
を
創
造
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
身
近
に
あ
る

す
ば
ら
し
い
芸
術
。
二
十
一
世

紀
を
迎
え
て
、
座
間
か
ら
発
信

さ
れ
る
芸
術
が
、
こ
こ
に
あ
り

ま
す
。

担
当

生
涯
学
習
課
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○と　き　２月１３日（水）午後３時～
○ところ　市民文化会館（ハーモニーホール座間）
　１階ギャラリー前

アート展開会セレモニー

「時の流れ～語らい～」
　富田　眞州

○と　き　２月１４日（木）～１７日（日）
　　　　　午前９時～午後４時３０分（１７日は４時まで）
○ところ　市民文化会館（ハーモニーホール座間）
　　　　　１階ギャラリー
○入場料　無料

「慈鳥」　山本　忘名

「輝・環Ⅰ、Ⅱ～喚起装置～」　望月　菊磨
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  ZAMA
　

市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
保

全
の
た
め
に
毎
年
二
月
を
「
農
地

の
無
断
転
用
防
止
月
間
」と
定
め
、

農
地
の
現
況
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
大
切
な
農
地
が
無
断

で
資
材
置
場
、
建
設
残
土
の
捨
て

　

わ
た
し
た
ち
が
暮
ら
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
営
ん
で
い
る
街
を

よ
り
住
み
よ
く
働
き
よ
く
す
る
た

め
に
、
市
で
は
、
道
路
や
公
園
な

ど
の
公
共
施
設
を
計
画
的
に
整
備

で
き
る
よ
う
に
「
代
替
地
提
供
希

望
者
の
登
録
制
度
」
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
内
や
近
隣
市

に
土
地
を
お
持
ち
の
方
で
、
市
に

土
地
を
譲
っ
て
も
い
い
と
い
う
方

に
事
前
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

必
要
に
応
じ
市
が
仲
介
を
し
て
協

議
を
行
い
、公
共
用
地
提
供
者（
被

買
収
者
）
の
希
望
す
る
代
替
地
に

　

こ
の
ほ
ど
、
平
成
十
三
年
度
下

水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
下
水
道

の
普
及
・
啓
発
を
よ
り
一
層
充
実

さ
せ
る
た
め
、
下
水
道
の
役
割
に

つ
い
て
学
ぶ
小
学
四
年
生
を
対
象

に
、（
財
）神
奈
川
県
下
水
道
公
社

充
て
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

代
替
地
と
し
て
提
供
し
て
い
た

だ
い
た
場
合
の
譲
渡
所
得
税
は
、

千
五
百
万
円
を
限
度
額
と
し
た
特

別
控
除
の
対
象
と
な
り
、
一
般
の

譲
渡
よ
り
も
優
遇
さ
れ
ま
す
。
制

度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

登
録
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
担

当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

担
当　
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相談はいずれも無料です
と　こ　ろと　　　き区　分

３階相談室
法律相談、行政書士相
談は、いずれも定員に
なり次第、締め切りま
す。

毎月第２・第４火曜日午後６時３０分～９時と
第３・第４木曜日午後１時３０分～４時３０分
〈予約制（電話可）。１日午前８時３０分から
今月分を受け付け〉

１２・２１
・２６・
２８日

法　律

毎月第２火曜日　午前９時～正午１２日

法　務
（人権・
戸籍・
登記）

毎月第３木曜日　午前９時～正午２１日行　政

毎週月曜・水曜・金曜日
午前１０時～正午と午後１時～３時３０分

消　費
生　活

毎月第３火曜日　午後１時３０分～４時３０分
〈予約制（電話可）。１日午前８時３０分から
今月分を受け付け〉

１９日
行　政
書　士
（相続・
遺言） 担当　市民生活課1０４６（２５２）８１５８・８２１８

ふれあい会館２階毎月第３木曜日　午前１０時～午後３時２１日駐留軍
離職者 担当　産業課1０４６（２５２）７６０４

４階第１会議室毎月第３木曜日　午前９時～午後３時２１日高年齢者職業

総合福祉センター２階毎週土曜・日曜日　午前９時～正午福　祉
サービス 担当　高齢対策課1０４６（２５２）７１２７

1０４６（２５５）０５００
（電話相談）

毎週火曜・木曜日
午前９時～１１時３０分と午後１時～３時３０分

子育て相談
ホットライン

１階児童課内
 毎月第３金曜日　午前１０時～午後３時１５日婦　人

毎週月曜～金曜日　午前９時～午後３時母　子
生　活 担当　児童課1０４６（２５２）７２０１

１階国保年金課内 今月は第２火曜日　午前１０時～午後３時１２日
年　金

担当　国保年金課1０４６（２５２）７０３５
青少年センター内
青少年相談室

毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時
青少年

担当　青少年相談室 1０４６（２５６）０９０７
青少年センター内
教育研究所

毎週月曜～金曜日　午前１０時～午後４時
教　育

担当　教育研究所 1０４６（２５９）２１６４

総合福祉センター
毎月第１～第４土曜日
午前９時～午後３時

２・９
・１６・
２３日

結　婚

担当　市社会福祉協議会1０４６（２６６）１２９４

ダメ
！�

２
月
は
「
農
地

の
無
断
転
用
防

止
月
間
」
で
す�

２
月
は
「
農
地

の
無
断
転
用
防

止
月
間
」
で
す�

農地の�農地の�

場
な
ど
に
転
用
さ
れ
な
い
よ
う
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

★
農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要

　

で
す

　

農
地
転
用
の
一
般
的
な
基
準
は

次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
農
用
地
区
域
は
原
則
不
許
可

○
農
用
地
区
域
外
の
市
街
化
調
整

　

区
域
は
、
市
農
業
委
員
会
総
会

　

を
経
て
県
知
事
の
許
可

○
市
街
化
区
域
内
は
市
農
業
委
員

　

会
へ
届
け
出

★
無
断
転
用
に
は
、
厳
し
い
措
置

　

が
講
じ
ら
れ
ま
す

　

無
断
転
用
の
農
地
所
有
者
に
は
、

県
知
事
が
工
事
な
ど
を
中
止
さ
せ
、

農
地
復
元
を
勧
告
し
ま
す
。
こ
れ

に
従
わ
な
い
場
合
に
は
、
最
高
三

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
百
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

★
農
地
を
転
用
す
る
と
き
は
事
前

　

に
相
談
を

　

農
地
の
転
用
に
は
法
律
上
の
制

限
や
、
申
請
の
手
続
き
に
複
雑
な

部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

地
域
の
農
業
委
員
や
市
農
業
委
員

会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

担
当　
　

市
農
業
委
員
会
事
務
局
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が
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、今

回
で
十
八
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
三
千
七
百
六
点
の
う

ち
、市
内
か
ら
は
作
文
二
十
五
点
、

ポ
ス
タ
ー
百
四
十
四
点
、
書
道
百

五
十
五
点
の
い
ず
れ
も
優
れ
た
作

品
が
出
品
さ
れ
、
昨
年
の
十
二
月

十
五
日
に
厚
木
市
文
化
会
館
に
お

い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ

れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

《
作
文
の
部
》

☆
最
優
秀
賞
▽
井
ノ
内
大
樹
（
相

武
台
東
小
）　

《
ポ
ス
タ
ー
の
部
》

☆
優
秀
賞
▽
大
塚
友
貴（
座
間
小
）

☆
入
賞
▽
吉
川
睦
美
（
座
間
小
）

《
書
道
の
部
》

☆
入
賞
▽
石
川
諒
（
座
間
小
）
▽

飯
島
和
成
（
入
谷
小
）

担
当　
　
　
　
　

下
水
道
管
理
課
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平成１３年度�
下水道作品コンクール�
平成１３年度�

下水道作品コンクール�

土地提供者を募集�土地提供者を募集�
ご存じですか？�
代替地の�
登録制度�

ご存じですか？�
代替地の�
登録制度�

河川の水質を守るために�河川の水質を守るために�河川の水質を守るために
�～分解性の高い石けんの使用を～�～分解性の高い石けんの使用を～��～分解性の高い石けんの使用を～

　市では、水環境の保全を目的とする「神奈川県洗剤対策推進方針」に沿って、石
けん使用拡大などの洗剤対策を進めています。
　石けんは動・植物油脂を原料にアルカリを加え加熱して作られ、合成洗剤は主に
石油から作られます。また、合成洗剤は分解性の問題のほか環境ホルモンの問題も
取り上げられており、石けん使用は環境への負荷を軽減することができます。
　わたしたちの身近な川で見掛ける「泡立ち」は、家庭などから排出された洗剤が
主な原因です。洗濯には、合成洗剤よりも石けんなどの分解性の高いものを適量使
用し、水環境を改善するために日常生活を見直しましょう。また、天ぷら油などの
廃油を捨てる場合は、台所に流さず不要な紙に染み込ませて捨てましょう。
担当　　　　　　　　　　　　　　　 環境保全課1０４６（２５２）８２１４ 5０４６（２５７）７７４３

水圧低下予想地域施　設　名点　検　日

東原 ･さがみ野 ･小松原 ･ひばりが丘
の全域、栗原 ･南栗原 ･栗原中央 ･広
野台の一部地域

第２配水場
２月１２日（火）
午後１時３０分～４時
雨天の場合２月２０日（水）

立野台・緑ヶ丘・明王・相武台・西栗
原の全域、栗原・南栗原・栗原中央・
入谷３～５丁目の一部地域

第１配水場
２月１３日（水）
午後１時３０分～４時
雨天の場合２月２１日（木）

相模が丘の全域、広野台の一部地域相模が丘配水場
２月１４日（木）
午後１時３０分～３時３０分
雨天の場合２月２２日（金）

　市学校保健会では、児童生徒の健全な心と体の育成を目指して、第３０回学校保健
研究会を開催します。
　今回は「自主的に健康管理ができる子の育成」をテーマに、中学校の実践研究の
発表と学識者による講演があります。皆さんの参加をお待ちしています。
○と　き　２月２１日（木）午後１時～４時
○ところ　市民文化会館（ハーモニーホール座間）小ホール
○内　容　▽研究発表＝「命について考える」（西中学校）▽講演会＝「ＡＤＨＤ
　とその周辺の子どもたち」（講師＝司馬クリニック医院長　司馬理英子さん）
○対　象　市内在住・在勤者
○入　場　自由
担当　　　　　　　　　　　　　　　 学校教育課1０４６（２５２）８７４９ 5０４６（２５２）４３１１

学校保健研究会を開催�学校保健研究会を開催�

　市水道部では、日々安定した水を供給するため、下表
のとおり配水場電気施設の点検作業を実施します。一部
地域で水圧が低下する場合がありますが、ご理解とご協
力をお願いします。

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼水水水水水水水水水水水水圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧低低低低低低低低低低低低下下下下下下下下下下下下ののののののののののののおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知ららららららららららららせせせせせせせせせせせせ▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼水圧低下のお知らせ▼

担当　　　　　　　　　　　　　　　　配水管理所1０４６（２５１）０３１４ 5０４６（２５１）０３１４

２月の相談日

優良農地の保全にご協力を



担当　市民健康課 　 保健係� 046（252）7225 　 予防・医療係� 046（252）7213 　 リハビリ係　  046(252)7317 046（252）7043保� 予� リ�
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保４カ月児健康診査

保８～１０カ月児健康診査

◆内科▽ところ＝指定医療機関▽対象＝平成１２年７月生
まれ◆歯科▽とき＝２月１３日、２０日いずれも水曜日午前
９時３０分～１０時３０分▽ところ＝市民健康センター▽対象
＝平成１２年６月生まれ

対　象と　き内　容

１０月１日～１５日生まれ
２月４日（月）ツベルクリン

２月６日（水）ＢＣＧ

１０月１６日～末日生まれ
２月１３日（水）ツベルクリン

２月１５日（金）ＢＣＧ

▽とき＝２月１９日（火）午後１時～２時▽ところ＝市民
健康センター▽対象＝平成１３年１０月生まれ

保育児相談

▽内容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相
談▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

予高齢者医療の手続き
▽今月の該当者＝昭和１０年２月生まれの方
※該当者およびまだ医療証の交付を受けていない６７歳～
６９歳の方は、健康保険証と印鑑をご持参の上、手続きし
てください。ただし、心身障害者療養受診証をお持ちの
方は、手続きが不要です。

　お年寄の介護は２４時間です。介護される方も大変で
すが、介護する方も心身共に疲れ果ててしまい、健康
を害することが多くなります。介護を続けていくため
に、いま、介護者の健康を考えてみませんか。
○と　き　２月２３日（土）午前１０時～１１時３０分
○ところ　市民健康センター
　多目的ホール
○講　師　東海大学助教授
　保坂隆さん
○受講料　無料
○申込方法　当日直接会場へ
担当　　 市民健康課1０４６（２５２）７２２５ 5０４６（２５２）７０４３
　　　　 市社会福祉協議会在宅介護支援センター
　　　　　　　　1０４６（２６６）２００５ 5０４６（２６６）２００９

保２歳児歯科健康診査
▽とき＝２月２７日（水）午後
１時～２時受け付け▽ところ
＝市民健康センター▽内容＝
歯科健診、予防処置および育
児相談など（予防処置は、希
望者のみで有料）▽対象＝平
成１２年１月生まれ▽持ち物＝
母子健康手帳、歯ブラシ▽申
込方法＝直接会場へ（事前通
知はありませんので、ご注意
ください）

保１歳児歯っぴいバースデー教室（むし歯予防教室）

▽とき＝２月２８日（木）午
前１０時～１１時３０分▽ところ
＝市民健康センター▽内容
＝離乳食のすすめ方、子ど
もの発達について▽対象＝
生後７カ月～８カ月児とそ
の保護者▽持ち物＝母子健
康手帳、マグカップ、ティ
ースプーン▽申込方法＝電
話予約

ところ受付時間と　き

市公民館午前９時３０分
　～１０時３０分

２月８日（金）

市民健康センター２月１５日（金）

ところ受付時間と　き
ひばりが丘・小松原児童館

午前９時３０分

　～１０時３０分

２月４日（月）

市民健康センター２月１８日（月）

東地区文化センター２月２６日（火）

▽内容＝身体測定と食事・発育状態・
しつけについての相談▽持ち物＝母子
健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

保成人・老人健康相談

予救急診療

◆内科・小児科
　受付時間　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分、
　　　　　　午後７時～９時４５分
　診療場所　休日急患センター
　　　　　　（市民健康センター１階）
　　　　　　1０４６（２５２）９０９０
◆歯科
　受付時間　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分
　診療場所　休日急患センター（市民健康センター１階）
　　　　　　1０４６（２５２）８２１７
◆耳鼻咽喉科
　診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時
　診療場所　相模原南メヂカルセンター（相模原市相模大野）
　　　　　　1０４２(７５６)９０００

電　話所在地医療機関名診療月日
1０４６（２５３）４３３３入谷４丁目内山外科整形外科２月３日

外
科 1０４６（２５５）３２２８相武台２丁目馬来胃腸科外科２月１０日

1０４２（７４３）５６０７相模が丘１丁目山下整形外科２月１１日
1０４６（２５３）３５１１相武台１丁目シロタ産婦人科２月３日婦

人
科

1０４６（２５２）０６２５さがみ野１丁目原産婦人科医院２月１０日
1０４６（２５５）３５４１入谷４丁目金子産婦人科２月１１日

●休日診療

◆外科・婦人科
　診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時

診療時間　（平日）午後７時～１０時、午後１０時以降
　　　　　（休日）午後１０時以降
診療場所　消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９
　　　　　へお問い合せください。

問い合わせ先
消防署　1０４６（２５６）２２１１（２４時間）5０４６（２５１）５２６３（障害者用）
市役所　1０４６（２５５）１１１１（午前８時３０分～午後１０時）
※当番医が変更される場合もありますので、診療時間
も含めて必ず電話で確認してください。　

●夜間診療

保健福祉事務所からのお知らせ　　　問い合わせ先　厚木保健福祉事務所1046(224)1111

エイズ無料検査
▽とき＝毎週月曜日午後１時３０分～３時３０分受け付け（電
話相談は随時）▽申込方法＝電話予約

外国籍県民結核健康診断
▽とき＝毎週月曜日午前９時～１０時３０分▽費用＝無料▽
申込方法＝直接会場へ

　市では、指定相談医を定め、無料で健康診査を実施し
ています。対象者には個人通知をしますので、あらかじ
め医療機関へ電話連絡の上、母子健康手帳をお持ちにな
り受診してください。

保１歳６カ月児健康診査

保３歳６カ月児健康診査
▽とき＝２月１２日（火）午後１時～２時▽ところ＝市民
健康センター▽対象＝平成１０年８月生まれ▽持ち物＝母
子健康手帳

▽とき＝２月１４日（木）午前９時３０分～９時４５分受け付
け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝むし歯予防につ
いて▽対象＝１歳～１歳１カ月児（第１子に限る）▽持
ち物＝母子健康手帳、歯ブラシ▽申込方法＝電話予約

▽ところ＝市民健康センター▽講師＝歯科衛生士、栄養
士、保健婦▽対象＝初めて出産する方で妊娠１６週以降の
方とその夫▽受講料＝５００円（テキスト代）▽持ち物＝母
子健康手帳、筆記用具▽申込方法＝３月１日（金）まで
に電話で担当へ

保母親父親教室

保ツベルクリン反応検査とＢＣＧ接種

▽受付時間＝午後１時１５分～２時１５分（時間厳守）▽と
ころ＝市民健康センター▽対象＝生後３カ月～４歳未満
（できるだけ１歳までに完了）
※ツベルクリン反応検査の結果、陰性の場合はＢＣＧを
接種し、陽性の場合は再検査します。

保個別健康相談
▽とき＝２月１２日（火）午前
１０時～１０時４５分、１０時４５分～
１１時３０分▽ところ＝市民健康
センター▽内容＝健康全般に
ついて栄養士・保健婦が相談
に応じます▽持ち物＝健康手
帳（お持ちでない方には当日
発行します）▽申込方法＝電
話予約

献血へのご協力ありがとうございます

　１２月１０日、市役所ロータリー前で６８人の方にご協力い
ただきました。献血へのご協力ありがとうございました。

保もぐもぐ教室

○対　象　応募時に１歳未満の赤ち
　ゃん
○掲載月　３月・４月・５月
○応募方法　カラー写真の裏に、保
　護者の住所・氏名・電話番号、赤ち
　ゃんの氏名（ふりがな）・生年月
　日・性別を明記して、〒２２８－８５６６
　市役所市民情報課あて郵送または
　持参
○申込期限　２月１２日（火）＜当日
　消印有効＞
※応募者多数の場合は抽選とし、掲
載が決定した方には連絡します。な
お、応募いただいた写真は返却いた
しません。

内　容と　き
自己紹介、妊婦体操、
妊娠中の過ごし方

３月４日（月）
午後１時３０分～４時

赤ちゃんの衣類、
妊娠中の歯の衛生

３月７日（木）
午前９時３０分～１１時３０分

擬似体験、
先輩ママに聞く「子育て」

３月９日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

妊娠中の栄養
３月１３日（水）
午後２時～４時

赤ちゃんのもく浴、
これからに向けて

３月１６日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

 戸塚 　和花    ちゃん

と つ か  な な

Ｈ１２．１１．１８生まれ　女
新田宿

大堀    　愛奈
おおほり

    ちゃん

あ い な

Ｈ１３．６．１０生まれ　女
入谷２丁目

 冨澤 　菜々子
とみざわ

     ちゃん

な な こ

Ｈ１３．４．３生まれ　女
四ッ谷

赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真赤ちゃんの写真
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！お待ちしています！

 渡部 　太貴    ちゃん

わたなべ た い き

Ｈ１３．８．７生まれ　男
相武台１丁目

中村    　ももちゃん
なかむら

Ｈ１３．５．１６生まれ　女
四ッ谷

 山田 　芽依    ちゃん

や ま だ  め い

Ｈ１３．５．２１生まれ　女
座間１丁目
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市民税・県民税の�
出張申告相談日程�

　市では、市民税・県民税の出張申
告相談を次のとおり実施します。

平成１３年分�
所得税の主な改正内容�

市役所でできる申告は市役所でできる申告は�市役所でできる申告は市役所でできる申告は�市役所でできる申告は�

①
一
月
一
日
現
在
、
市
内
に
居
住

し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
。
た
だ
し
、
税
務
署
に
確
定
申

告
書
を
提
出
す
る
方
は
、市
民
税
・

県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◆
給
与
以
外
の
不
動
産
、
配
当
、

　

雑
所
得
（
年
金
な
ど
）
な
ど
各

　

種
所
得
が
あ
る
方
。

◆
給
与
所
得
者
で
あ
っ
て
も
、
勤

　

務
先
か
ら
市
役
所
に
給
与
支
払

　

報
告
書
の
提
出
が
な
い
方
。

◆
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
以

　

外
の
所
得
の
合
計
額
が
二
十
万

　

円
以
下
の
方
。

◆
二
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払

　

い
を
受
け
て
い
る
場
合
で
、
確

　

定
申
告
の
必
要
が
な
い
方
。

◆
前
年
中
に
退
職
し
再
就
職
し
て

　

い
な
い
方
で
、
確
定
申
告
を
し

　

て
い
な
い
方
。

◆
雑
損
（
火
災
、
盗
難
な
ど
）
、

　

医
療
費
、
生
命
保
険
料
な
ど
の

　

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
。

告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
申
告
用
紙
が
必
要

な
方
は
、
市
役
所
市
民
税
課
ま
た

は
各
出
張
所
で
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

　

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は
、

前
年
の
状
況
に
基
づ
い
て
申
告
が

必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
、
申
告
用

紙
を
二
月
初
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
申

未来を担う子どもたちのために正しい申告を

大和税務署案内図
〒２４２－８５６７　大和市中央５－１４－２２ 所

得
税
の
確
定
申
告
書
が

所
得
税
の
確
定
申
告
書
が�

　
新
し
く
な
り
ま
し
た

新
し
く
な
り
ま
し
た�
所
得
税
の
確
定
申
告
書
が�

　
新
し
く
な
り
ま
し
た�

　

間
も
な
く
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
と
平
成
十
三
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
間
は

二
月
十
八
日
（
月
）
か
ら
三
月
十
五
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

　

今
年
か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
様
式
が
新
し
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
戸
惑
う
こ
と
の
な
い
よ
う
手
引
書
を
よ
く
読

ん
で
、
正
し
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
期
限
が
迫
る
と
申
告
会
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
は
早
め
に
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
税
課　

�
０
４
６
（
２
５
２
）
８
０
０
７
�
０
４
６
（
２
５
５
）
３
５
５
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
税
務
署
�
０
４
６
（
２
６
２
）
９
４
１
１

受付期間�

2.18　3.15
◆
税
法
上
の
扶
養
親
族
（
年
齢
に

　

関
係
な
く
年
間
の
所
得
が
三
十

　

八
万
円
以
下
）
に
な
っ
て
い
な

　

い
方
。

◆
市
外
に
居
住
す
る
方
の
扶
養
親

　

族
に
な
っ
て
い
る
方
。

◆
前
年
に
収
入
は
な
か
っ
た
が
、

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

　

る
方
。

②
市
外
に
居
住
し
て
い
る
方
で
、

一
月
一
日
現
在
、
市
内
に
事
務
所

や
事
業
所
、
住
所
が
あ
る
方
。（
転

�
�
�
�
�
�
�

○
申
告
書
と
印
（
認
め
印
可
）
。

○
源
泉
徴
収
票
、
収
支
明
細
書
ま

　

た
は
支
払
証
書
な
ど
収
入
を
証

　

明
す
る
も
の
。

○
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
な

　

ど
の
控
除
を
受
け
る
方
は
、
そ

　

の
控
除
証
明
書
。

○
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

　

な
ど
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

主
に
次
の
よ
う
な
方
は
、
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。

◆
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
雑

　

所
得
（
年
金
な
ど
）
な
ど
が
あ

　

り
、
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額

　

が
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、

　

基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の

　

合
計
額
を
超
え
る
方
。

◆
給
与
所
得
者
で
①
給
与
の
年
間

　

収
入
金
額
が
二
千
万
円
を
超
え

　

る
方
②
給
与
所
得
以
外
の
所
得

　

金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を

　

超
え
る
方
③
二
カ
所
以
上
か
ら

　

給
与
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
て

　

い
る
方
。

◆
不
動
産
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど

　

の
資
産
を
売
っ
た
譲
渡
所
得
の

　

あ
る
方
。

�
�
�
�
�
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一
般
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
、

年
末
調
整
に
よ
っ
て
所
得
税
の
精

算
が
済
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

な
ど
は
、
確
定
申
告
で
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
和
税
務
署
で
は
、
還
付
申
告

を
二
月
十
八
日
以
前
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
費
控
除

　

本
人
や
家
族
が
、
病
気
治
療
や

出
産
な
ど
で
一
年
間
に
多
額
の
医

療
費
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
一

定
の
算
出
方
法
に
よ
っ
て
計
算
し

た
金
額
を
、
医
療
費
控
除
と
し
て

所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
（
下
記
参
照
）

　

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て

自
宅
の
新
築
や
購
入
、
増
改
築
な

ど
を
し
た
場
合
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
て
い
れ
ば
、
居
住
の
用
に

供
し
た
年
か
ら
十
年
間
ま
た
は
十

五
年
間
（
左
上
「
所
得
税
の
主
な

改
正
内
容
」
参
照
）
、
住
宅
ロ
ー

ン
な
ど
の
年
末
残
高
に
応
じ
た
額

ど
の
資
産
を
売
却
し
た
方
は
、
譲

渡
所
得
に
つ
い
て
所
得
税
の
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。

　

譲
渡
所
得
は
、
ほ
か
の
所
得
と

区
分
し
て
計
算
す
る
分
離
課
税
で

す
。
ま
た
、
物
件
を
所
有
し
た
期

間
に
よ
っ
て
長
期
と
短
期
に
区
分

さ
れ
、
税
率
や
控
除
な
ど
も
違
っ

て
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
大
和
税
務
署
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

贈
与
税
の
申
告

　

前
年
中
に
不
動
産
、
現
金
、
預

貯
金
、
株
式
、
債
権
な
ど
の
財
産

を
個
人
か
ら
贈
与
さ
れ
た
方
で
、

そ
の
価
額
の
合
計
額
が
百
十
万
円

を
超
え
る
場
合
は
、
贈
与
税
の
申

告
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
贈
与
税
の
特
例
で
非
課

税
に
な
る
場
合
（
①
親
な
ど
か
ら

も
ら
っ
た
住
宅
取
得
資
金
が
五
百

五
十
万
円
以
下
②
婚
姻
期
間
が
二

十
年
以
上
の
配
偶
者
か
ら
も
ら
っ

た
居
住
用
財
産
が
二
千
万
円
以
下
）

で
あ
っ
て
も
申
告
は
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
大
和
税
務
署
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

前
年
中
に
土
地
（
借
地
権
を
含

む
）
や
建
物
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
な

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
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納
税
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
改
善

要
望
に
お
こ
た
え
し
て
、
所
得
税

の
確
定
申
告
用
紙
が
新
し
く
な
り

ま
し
た
。

　

新
様
式
は
「
Ａ
様
式
」
と
「
Ｂ

様
式
」
の
二
種
類
に
な
っ
て
い
ま

す
。
「
Ａ
様
式
」
は
給
与
収
入
の

あ
る
方
、
年
金
収
入
の
あ
る
方
、

配
当
金
や
保
険
金
の
受
け
取
り
な

ど
の
収
入
が
あ
る
方
が
使
用
で
き

る
も
の
で
、
「
Ｂ
様
式
」
は
す
べ

て
の
方
が
使
用
で
き
る
も
の
で
す
。

用
紙
は
「
第
一
表
」
と「
第
二
表
」

の
二
枚
を
提
出
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
、
前

年
の
申
告
に
基
づ
い
て
必
要
と
思

わ
れ
る
方
に
税
務
署
か
ら
事
前
に

郵
送
さ
れ
ま
す
が
、
昨
年
か
ら
新

た
に
事
業
を
始
め
た
方
や
還
付
申

告
を
す
る
方
は
、
税
務
署
ま
た
は

市
役
所
市
民
税
課
、
各
出
張
所
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

�
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�
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◆
事
業
所
得
（
農
業
を
含
む
）
お

　

よ
び
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
は
、

　

申
告
書
の
ほ
か
に
青
色
申
告
決

　

算
書
ま
た
は
収
支
内
訳
書
が
必

　

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
給
与
所
得
者
が
還
付
を
受
け
る

　

た
め
の
申
告
書
を
提
出
す
る
と

　

き
は
、
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

　

票
の
ほ
か
、
申
告
内
容
に
応
じ

　

て
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

医
療
費
控
除

▽
医
療
費
の
領
収
書
（
年
ご
と
に

集
計
）
▽
高
額
医
療
費
や
分
べ
ん

費
な
ど
で
、
医
療
費
の
補
て
ん
を

受
け
た
金
額
が
分
か
る
も
の

住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除

▽
住
民
票
の
写
し
▽
土
地
・
建
物

の
登
記
簿
謄
本
ま
た
は
抄
本
▽
請

負
・
売
買
契
約
書
の
写
し
▽
住
宅

取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末

残
高
証
明
書
▽
増
・
改
築
工
事
の

場
合
は
、
確
認
通
知
書
の
写
し
、

も
し
く
は
検
査
済
証
ま
た
は
増
改

築
等
工
事
証
明
書

中
途
退
職
の
方

▽
生
命
保
険
料
や
損
害
保
険
料
を

支
払
っ
て
い
る
方
は
、
そ
の
控
除

証
明
書

◆
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
や

　

退
職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
金

　

額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
以
下

　

で
あ
る
た
め
確
定
申
告
を
す
る

　

必
要
が
な
い
方
が
、
還
付
を
受

　

け
る
た
め
に
確
定
申
告
を
す
る

　

場
合
は
、
給
与
所
得
や
退
職
所

　

得
以
外
の
所
得
金
額
に
つ
い
て

　

も
申
告
が
必
要
で
す
。

　

申
告
書
に
源
泉
徴
収
票
お
よ
び

必
要
書
類
の
添
付
が
な
い
場
合
や
、

記
載
し
た
内
容
に
誤
り
な
ど
が
あ

る
と
、
還
付
金
の
支
払
い
が
大
幅

に
遅
れ
た
り
、
支
払
い
が
で
き
な

か
っ
た
り
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
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大
和
税
務
署
で
は
、
土
曜
・
日

曜
日
や
受
け
付
け
時
間
外
に
申
告

書
を
提
出
す
る
方
の
た
め
に
、「
時

間
外
収
受
箱
」
を
正
面
入
り
口
左

側
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
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作
成
し
た
申
告
書
は
、
大
和
税

務
署
あ
て
の
郵
送
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
申
告
書
の
控
え
が
必

要
な
方
は
、
切
手
を
添
付
し
た
返

信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

税申告は、自分で書いて早めに提出を�税申告は、自分で書いて早めに提出を�税申告は、自分で書いて早めに提出を�

で
税
額
の
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
控
除
を
受
け
る

年
の
所
得
金
額
が
三
千
万
円
を
越

え
る
方
、
居
住
用
財
産
を
譲
渡
し

三
千
万
円
ま
で
の
特
別
控
除
を
受

け
た
方
、
買
い
替
え
や
交
換
な
ど

課
税
の
特
例
を
一
定
期
間
内
に
受

け
た
方
は
除
か
れ
ま
す
。

　

前
年
の
途
中
で
退
職
し
再
就
職

し
な
か
っ
た
場
合
で
、
年
末
調
整

を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
確
定
申

告
に
よ
っ
て
所
得
税
の
精
算
が
で

き
ま
す
。

※
税
務
署
の
駐
車
場
は
狭
く
限
り
が�

あ
る
た
め
、
車
で
の
来
署
は
ご
遠
慮�

く
だ
さ
い
。�

至藤沢�

法務局�

農協�

至相模大野�

派出所�

県税事務所�

（警察署入口）�

警察署�

大和税務署大和税務署�大和税務署�

相模鉄道相模鉄道�相模鉄道� 至
横
浜�

小
田
急
電
鉄
江
ノ
島
線

小
田
急
電
鉄
江
ノ
島
線�

小
田
急
電
鉄
江
ノ
島
線�

至
海
老
名�

（
税
務
署
入
口
）�

大
和
駅�

N

○住宅借入金等特別控除が次のとおりとなりまし
た。
　①平成１３年１月１日から６月３０日までの間に居
　　住の用に供した場合、控除期間が１５年間に
　②平成１３年７月１日から平成１５年１２月３１日まで
　　の間に居住の用に供した場合、控除期間が１０
　　年間に

　

確
定
申
告
は
、
納
税
者
本
人
が
そ
の
年
の
所
得
税
を
計
算

し
、
納
税
す
る
申
告
納
税
制
度
で
す
。
ご
自
分
で
正
し
く
作

成
し
、
早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

◆
自
書
作
成
の
お
願
い
◆

　税理士会大和支部では、小規模事業者（前年の所
得金額が３００万円以下）の方および給与所得者で還付
申告をする方のために、次のとおり申告相談と申告
書の受け付けを実施します。
　なお、譲渡申告および贈与税の申告をする方は、
大和税務署へご相談ください。
○期　間　２月１８日（月）～２８日（木）
○受付時間　午前９時３０分～１１時、午後１時～３時
　３０分
※会場が満員になった場合は、途中で受け付けを打
ち切ることがあります。
○ところ　市役所５階第２会議室
○問い合わせ先　大和税務署�０４６（２６２）９４１１

　医療費控除とは、納税者本人または生計を一にする配偶者やその他の親族の医療費
合計額が、１０万円（あるいは合計所得の５パーセント）以上の負担となった場合に、
下記の計算式によって算出した金額を所得控除として差し引くことができる制度です。
なお、医療費として支出されたものすべてが控除の対象となるわけではありません。

★市民税・県民税の申告
★所得税の申告（平成１３年分）
　●給与所得のみの確定申告
　●給与所得の還付申告（医療費控除、住宅借
　　入金等特別控除）
　●年金所得の確定申告
　●簡易な不動産所得の確定申告

○受付時間　午前９時～１１時
　　　　　　午後１時～４時
○ところ　　市役所５階第１会議室

　なお、営業所得や事業所得、分離譲渡などの
複雑な確定申告や青色申告は、市役所では相談
できません。大和税務署にご相談ください。

市
民
税
・

県
民
税
の
申
告

所
得
税
の

　
　

確
定
申
告

税理士会の�

無料申告相談�

★計算式

医療費控除額＝医療費の額－　　　　　　　　　　　－　　
健康保険組合や生命
保険などから補てん
される金額

１０万円と「所得金額の合
計額の５パーセント」との
いずれか少ない方の金額（最高２００万円） （ ）（ ）

★確定申告に必要なもの
　●平成１３年中に支払った医療費の領収書や通院費などの明細書
　　（あらかじめ合計金額を出しておいてください）
　●健康保険組合や生命保険などから戻ってきた金額の控え
　●平成１３年分の源泉徴収票（サラリーマンの場合）
　●印
　●申告者本人名義の銀行などの口座番号の控え（還付金を振り込むために必要）

医 療 費 控 除 �
問い合わせ先対　象と　こ　ろと　き

市役所市民税課
�０４６（２５２）８００７

市民税・県民税申告者

※各会場での相談には、
税務署員や税理士がい
ませんので、確定申告
の相談はできません。
ただし、すべて記入済
みで完成した確定申告
書の提出は受け付けし
ます。

市公民館
２月１３日（水）
午前９時～１１時
午後１時～３時

東地区文化センター

北地区文化センター
２月１４日（木）
午前９時～１１時
午後１時～３時

ひばりが丘・小松原
児童館

２月１５日（金）
午前９時～１１時
午後１時～３時

※各会場とも駐車場がありませんので、車での来場はご遠慮ください。

譲
渡
所
得

住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除

中
途
退
職
な
ど
で

年
末
調
整
が
さ
れ

て
い
な
い
と
き

�
�
�
�
�
�
�
�

勤
な
ど
で
市
外
に
居
住
し
、
妻
子

の
み
市
内
に
居
住
し
て
い
る
場
合

も
該
当
）
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市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/、『座間テレホンニュース』1０４６（２５１）９０００でも案内しています。

広報ざま【座間市のお知らせ】No.６５７　　平成１４年（２００２年）２月１日●７ 

日米親善中高生ボウリング大会
参加者募集

　市国際交流協会では、日本とアメリ

カの中学・高校生がスポーツを通して

交流していただくため、ボウリング大

会を開催します。

○と　き　２月２４日午後３時～６時

○ところ　キャンプ座間ボウリング場

○対　象　市内在住の中学・高校生

○定　員　１５人（多数抽選）

○参加費　無料

○申込方法　２月８日までに電話で担

　当へ

担当　市国際交流協会事務局（渉外課内）

1０４６（２５２）８３０７ 5０４６（２５５）３５５０

　市では、交通事故や火災など不慮の

事故で被害に遭った方のために「災害

見舞金制度」を設けています。

　この制度は掛け金の必要がなく、市

内在住者であればどなたでも交付を受

けることができます。対象となる災害

は ､ 国内で発生した車両 ･ 電車 ･ 船舶 

・航空機・火災・風水害および一般家

庭のガス爆発による人身事故などです。

　見舞金の交付を受けるには、災害が

発生した日から１年以内に、被害者ま

たは遺族による申請が必要です。

　ただし、次の場合は交付の対象とな

りません。

○被害者または遺族の故意もしくは、

　重大な過失や違法行為で発生した災

　害で被害を受けたとき

○治療が通院だけのとき

○入院期間が１５日未満のとき

担当　　　　　　　　　　市民生活課

1０４６（２５２）８２１８ 5０４６（２５５）３５５０

　市勤労者サービスセンターは、中小

企業で働く方たちの福利厚生と事業所

の発展援助を目的とした団体です。個

人単位でも加入することができます。

〔対象〕

◇事業所単位での加入＝市内に事業所

　がある中小企業の勤労者と事業主

◇個人単位での加入＝市内の中小企業

　に勤務する勤労者や、市内在住で市

　外の中小企業に勤務する勤労者など

〔主な事業内容〕

◇福利厚生事業＝宿泊施設の利用助成、

　チケットあっせん、バスツアーなど

　の開催、人間ドックの費用一部助成

◇給付事業＝結婚・出産・入学祝い金、

　傷病・住宅災害の見舞金、死亡弔慰

　金、永年勤続慰労金などの給付

◇貸付あっせん事業＝１００万円を限度

　に生活資金の融資をあっせん（償還

　期間３６カ月以内）

担当　市勤労者サービスセンター事務

○と　き　２月２４日午前９時～正午（午

　前８時５０分～受け付け）

○ところ　市民体育館（スカイアリー

　ナ座間）ミーティングルーム

○内　容　応急手当の重要性、人工呼

　吸法、心臓マッサージ、大出血時の

　止血法

○持ち物　筆記用具

○定　員　３０人（先着順）

○申込方法　電話で担当へ

担当　　　　　　　　　消防署管理室

1０４６（２５６）２２１１ 5０４６（２５６）２２１５

○と　き　①２月２３日②３月９日③１６

　日いずれも午後１時３０分～３時３０分

　（全３回）

○ところ　①市民文化会館（ハーモニ

　ーホール座間）大会議室②③市民健

　康センター多目的ホール

○内　容　①思春期と学校生活②思春

　期の心理③思春期と家庭

○講　師　①高相教育事務所社会教育

　主事　岡田伸夫さん②臨床心理学博

　士　丸屋真也さん③元県社会教育主

　事　中山耕造さん

○定　員　５０人（先着順）

○受講料　無料

○主　催　むかし子どもだった大人の

　会

○申込方法　２月２０日までに電話かフ

　ァクスで担当へ

担当　　　　　　　　　　生涯学習課

1０４６（２５２）８４７２ 5０４６（２５２）４３１１

　市青少年芸術祭実行委員会では、「青

少年の手で郷土に新しい芸術文化の波

を」をテーマに、音楽部門公演を開催

します。子どもたちの素晴らしい音楽

をぜひご鑑賞ください。

○と　き　２月１０日午後１時～４時

○ところ　市民文化会館（ハーモニー

　ホール座間）小ホール

○出　演　座間吹奏楽愛好会、音を体

　感・打楽器で青春、ゴスペルサーク

　ルＷ・Ａ・Ｗ、三世代コーラス、フ

　ルートアンサンブルメルチェ、鳳天

　太鼓、座間少女マーチングバンド

○入場料　無料

担当　　　　　　　　　　　青少年課

1０４６（２５３）８４１５ 5０４６（２５９）２１６３

○と　き　２月２３日午後１時３０分～

○ところ　市民健康センター多目的ホ

　ール

○内　容　スポーツ指導者の資質向上

　を図る

○講　師　東海大学体育学部教授　村

　川俊彦さん

○対　象　どなたでも

○定　員　１００人（先着順）

○受講料　無料

○申込方法　２月２２日までに電話で担

　当へ（定員に満たない場合、当日の

　受け付けも可）

担当　　　　　　　　　　スポーツ課

1０４６（２５２）８１７７ 5０４６（２５２）４３１１

　市では、「電動式生ごみ処理機」お

よび ｢ 生ごみ処理容器 ｣ を購入する世

帯に、購入費の補助を実施しています。

これらの機器は、家庭でのごみの減量

化や環境対策に大変有効ですので、ぜ

ひご利用ください ｡

〔補助金額〕

▽電動式生ごみ処理機＝購入価格の２

分の１（１００円未満切り捨て、上限３万

円）▽生ごみ処理容器＝１台当たり４

千円を超える場合１台につき３千円、

１台当たり４千円以下の場合購入金額

の２分の１（１００円未満切り捨て）

　なお、申込方法がそれぞれ異なるほ

か、購入後の申し込みは補助の対象と

なりませんのでご注意ください。

　申し込み方法など詳しくは、担当へ。

担当　　　　　　　　　　資源対策課

1０４６（２５２）７６５９ 5０４６（２５２）７６１６

　阪神・淡路大震災の被災者で、次に

指定する地域内に建物を所有していた

方が、平成１７年３月３１日までに市内で

新たに建物（新築・中古）を所有した場

合、以前に所有していた建物の床面積

に相当する部分の固定資産税・都市計

画税を当初４年間は２分の１に、その

後２年間は３分の２に減額します。

　償却資産も同様に、滅失または損壊

した償却資産に代わる資産に対して、

固定資産税の特例が受けられます。

　該当する方は、担当に申告してくだ

さい。

★指定区域

（兵庫県）神戸市、尼崎市、明石市、

西宮市、洲本市、芦屋市、伊丹市、宝

塚市、三木市、川西市、津名町、淡路

町、北淡町、一宮町、東浦町、五色町、

西淡町、（大阪府）豊中市

担当　　　　　　　　　　　資産税課

1０４６（２５２）８０４７ 5０４６（２５５）３５５０

○と　き　２月１８日～３月１８日毎週月

　曜日午後１時３０分～３時３０分（全５

　回）

○ところ　総合福祉センター（サニー

　プレイス座間）

○内　容　視覚障害者が外出する際の

　介助ボランティア育成

○講　師　視覚障害者厚生施設七沢ラ

　イトホーム職員

○対　象　市内在住・在勤・在学者

○定　員　２０人（先着順）

○受講料　無料

○申込方法　電話かファクスで担当へ

担当　市社会福祉協議会ボランティア

　　　センター

1０４６（２６６）２００２ 5０４６（２６６）２００９

○と　き　２月２３日午後１時３０分～４

　時

○ところ　総合福祉センター（サニー

　プレイス座間）３階多目的室

○内　容　〔第１部〕活動発表〔第２

　部〕交流会（ゲームほか）

○対　象　どなたでも

○参加費　無料

○申込方法　電話かファクスで担当へ

担当　市ボランティア連絡協議会事務

　　　局　

1０４６（２６６）２００２ 5０４６（２６６）２００９

▼ひばりが丘南児童館＝２日・１６日午

後２時３０分～３時３０分▼小松原１丁目

第２多目的広場＝７日・２１日午前１０時

３０分～１１時３０分▼入谷小学校＝７日・

２１日午後２時３０分～３時４５分▼東原

小学校＝８日・２２日午後２時３０分～３

時４５分▼ＮＴＴ大塚本町アパート＝１３

日・２７日午前１０時３０分～１１時３０分▼栗

原小学校＝６日・２０日午後２時３０分～

３時４５分▼東原共同住宅＝１４日・２８日

午前１０時３０分～１１時３０分▼相模が丘４

丁目多目的広場＝８日・２２日午前１０時

３０分～１１時３０分▼相模野小学校＝１日 

・１５日午後２時３０分～３時４５分▼中原

小学校＝１３日・２７日午後２時３０分～３

時４５分

※雨天の場合は巡回を中止します。ま

た、学校への巡回は時間が変更になる

場合があります。

担当　　　　　　　　　　　　図書館

1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

▽国民健康保険税（第９期）▽国民年

金保険料（第１１期）

※最寄りの指定金融機関、郵便局、市

役所または各出張所で納めてください。

※使用料などもお忘れなく。

ご存知ですか？災害見舞金制度

市勤労者サービスセンター
会員募集

　　　局（産業課内）

1０４６（２５２）７６０４ 5０４６（２５５）３５５０

阪神・淡路大震災被災者の
固定資産税・都市計画税を減額

電動式生ごみ処理機・生ごみ処理容器
購入費補助金制度

平和モニュメント・ブロンズ像
デッサン募集

　市原水爆禁止協議会では、設立４５周

年を記念して「平和モニュメント」を

設置します。「恒久平和」を願うブロ

ンズ像のデッサンをご応募ください。

○応募期限　２月１５日

○応募資格　市内在住・在勤・在学者

○題　材　恒久平和の実現を願って

○ブロンズ像概要　設置場所＝市役所

　周辺、設置数＝１基、規模＝１ｍ×

　１ｍ×３ｍ（台座含む）

○応募規定　Ａ３サイズの用紙に作品

　（未発表作品に限る）を描き、裏面に

　作品名、住所、氏名、電話番号を明記

○応募数　一人２点まで

○応募方法　応募期限まで（必着）に

　直接または郵送で担当へ

○発　表　３月に採用者あて通知

○賞　品　採用者には記念品を、また

　応募者全員に作品の返却時に参加記

　念品を進呈

○著作権　採用作品の著作権は、同協

　議会に帰属

担当　市原水爆禁止協議会事務局（〒

　　　２２８－８５６６市役所社会福祉課内）

1０４６（２５２）７１２２ 5０４６（２５６）３６００

普通救命講習会

子どもと向き合える大人養成講座
「子どもの世界～思春期を考える」

青少年芸術祭・音楽部門公演
「広げよう音楽の輪」

スポーツ指導者講演会
「競技力向上の極意について」

視覚障害者誘導講習会

ボランティアの集い
「ボランティアをもっと知ろう、語ろう」

移動図書館ひまわり号巡回日程

２月に納めるのは



広報ざま【座間市のお知らせ】No.６５７　　平成１４年（２００２年）２月１日●６ 

◆女性のための軽登山入門講座

○と　き　①２月１６日②３月２日③１６

　日いずれも午後１時３０分～３時３０分

　（全３回）

○内　容　①山々への愛と感動を求め

　て②③世界の「頂」に魅せられて～

　これから山を歩く人のために

○講　師　①日本山岳会資料委員　田

　畑真一さん②③登山家　大久保由美

　子さん

○対　象　市内在住・在勤・在学者

○定　員　３０人（先着順）

○受講料　無料

○申込方法　２月１３日までに直接また

　は電話かファクスで同センターへ

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１ 5０４６（２５３）０７８９

みんなの広場�

市公民館
1０４６（２５５）３１３１ 5０４６（２５２）２７７６

図書館
1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

不用品バンク�
担当　　　市民生活課�

1046(252)8158
5046(255)3550

◆季節の料理教室

○と　き　２月１７日午前１０時～午後０

　時３０分

○内　容　ひな祭りにちなんだ「絵巻

　ずし」などを作る

◆県央八市生涯学習実施機関連絡会合

　同講演会～「プロジェクトＸ～挑戦

　者たち」にかかわって

○と　き　２月１５日午後１時３０分～３

　時３０分（午後１時開場）

○ところ　海老名市文化会館小ホール

　（同市上郷４７６－２）

○内　容　番組制作の舞台裏や放送後

　の反響を通じての「今そして未来の

　日本の労働者」に対する思いを語る

○講　師　ＮＨＫエグゼクティブアナ

　ウンサー　国井雅比古さん

○定　員　３０人（先着順）

○受講料　無料

○申込方法　電話かファクスで同セン

　ターへ

◆女性問題講座「ストレス－ためる？

　はきだす？味方に付ける」

○と　き　２月２１日～３月１４日毎週木

　曜日、３月２０日いずれも午後１時３０

　分～３時３０分（全５回）

○内　容　ストレスとは～体に及ぼす

　影響は ､ 子育てのストレス ､ 職場の

　ストレス、体をほぐして心もほぐす、

　ストレスをプラスにする生き方

○講　師　子育てアドバイザー・導引

　養生功協会　岩田悦子さん、産業カ

　ウンセラーほか

○対　象　どなたでも

○定　員　３０人（先着順）

○保　育　あり（おやつ代２５０円）

○申込方法　２月１４日までに直接また

　は電話かファクスで同センターへ

◆母と子が共に育つフォローアップ講

　座～人生の主人公は「わたし」

○と　き　①２月２１日②２２日③２３日い

　ずれも午前１０時～正午（全３回）

○内　容　①子育てと介護と②仕事と

　子育てと③男も女も共に働き、共に

　子育て

○講　師　①ヘルパー養成研修講師　

　羽成幸子さん②（株）マザーネット　

　上田理恵子さん③男も女も育児時間

　を！連絡会　重石稔さん

○対　象　幼児を持つ親

○定　員　３０人（先着順）

○受講料　無料

○保　育　あり（要予約、原則２歳以

　上、おやつ代一人３回分１５０円）

○持ち物　筆記用具

○申込方法　２月１４日までに直接また

　は電話かファクスで同館へ

サークル会員募集�

○対　象　小学生以上（親子での参加

　歓迎）

○定　員　２０人（先着順）

○費　用　５００円（材料代）

○持ち物　エプロン、三角きん（バン

　ダナ）、筆記用具

○申込方法　２月１０日までに直接また

　は電話かファクスで同センターへ

◆さわやか会

▽とき＝毎週水曜日午後１時３０分～３

時▽ところ＝青少年センター▽内容＝

ストレッチ体操▽対象＝中高年の方▽

会費＝月額１５００円（入会金５００円、維持

費年額５００円）▽連絡先1０４６（２５３）４５５３

（菅原）

北地区文化センター
1０４２（７４７）３３６１ 5０４２（７４７）８５４２

◆子どものつどい

○と　き　２月９日午前１０時～正午

○内　容　バレンタインのお菓子作り

○対　象　小学生

○定　員　２０人（先着順）

○参加費　３５０円（材料代）

○持ち物　エプロン、三角きん

○申込方法　２月６日までに直接また

　は電話かファクスで同センターへ

◆岡田淳講演会

○と　き　３月１０日午後１時３０分～３

　時（午後１時開場）

○内　容　自作を語る

○講　師　児童文学作家　岡田淳さん

○対　象　市内在住・在勤・在学者

○定　員　１００人（先着順）

○保　育　あり（要予約）

○申込方法　２月２日から直接または

　電話で同館へ

◆管財課非常勤職員

○募集人員　１人

○応募資格　大型自動車運転免許を有

　する健康な方

○業務内容　中型バス、マイクロバス、

　一般庁用車の運転業務

○採用期間　４月１日～平成１５年３月

　３１日

○勤務日　月１３日（土曜・日曜日、祝

　日を含む）

○勤務時間　原則として午前８時３０分

　～午後５時

○賃　金　日額１０９１２円

○選考方法　書類選考、面接

○応募方法　市販の履歴書（写真添付）

　に必要事項を記入の上、２月２８日ま

　でに本人が直接担当へ

担当　　　　　　　　　　　　管財課

1０４６（２５２）７８０１ 5０４６（２５２）０２２０

◆予防接種臨時補助員

○募集人員　１５人

○応募資格　５５歳未満の看護婦（士）

　または准看護婦（士）資格保持者

○業務内容　結核予防接種の準備、補

　助、整理など

○採用期間　４月１５日～７月１２日（土

　曜・日曜日、祝日を除く）

○勤務時間　午後１時～４時

○勤務場所　市内小・中学校など（現

　地集合・解散）

○賃　金　日額４３１０円

○選考方法　書類選考

○応募方法　市販の履歴書（写真添付）

　に必要事項を記入の上、２月２０日ま

　でに本人が直接担当へ

担当　　　　　　　　　　学校教育課

1０４６（２５２）８７４９ 5０４６（２５２）４３１１
◆学校給食調理員代替非常勤職員

　市では、市内小学校の給食調理員が

病気で休んだ場合などの非常勤職員の

登録を受け付けます。

○募集人員　若干名

○応募資格　学校給食に興味のある健

　康な方

○業務内容　学校給食の調理

○登録期間　４月１日～平成１５年３月

　３１日

○勤務時間　午前８時３０分～午後５時

○賃　金　日額５８６０円～７３７６円（経験

　などによる）

○選考方法　書類選考

○応募方法　市販の履歴書（写真添付）

　に必要事項を記入の上、２月２０日ま

　でに本人が直接担当へ

担当　　　　　　　　　　学校教育課

1０４６（２５２）８７４９ 5０４６（２５２）４３１１

◇お譲りします

柔道着、チャイルドシート、五月人形、

セミダブルベッド、座卓、木製滑り台、

ひな人形、事務用引き出し、電子オル

ガン、ベビーラック、ハムスター飼育ゲ 

ージセット、揺りかご、バギー、電話機、

プリントごっこ、座いす、ドレッサー、

ハイチェアー、ペイントスプレーヤー、

幼児用木製手押し車、ギター、炊飯器、

オーディオスピーカー、ＣＤラジカセ

◇希望します

キーボード、デジタルビデオカメラ、ミ

シン、ベビーカーＡ・Ｂ、テレビ、ビデオ

デッキ、パソコン一式、ギター、おぶいひ

も、学習机、洋服だんす、ソファー、ハイ

チェアー、ファクス、ベビーシート、自

転車（２０・２４・２６インチ、大人用）、幼稚

園制服（ひばりが丘、慶泉、相武台、やな

せ、栗原）、チャイルドシート、パソコン

用ディスクトップ、エレクトーン、冷蔵

庫、電子レンジ、洗濯機、食卓テーブル

といす、ピアノ、ライティングデスク、ベ

ビー用湯たんぽ、テレビ、ベビーベッド

○身体障害者協力登山会

　４０回記念合同「車山」登山会

▽とき＝６月１日（土）～２日（日）

▽ところ＝長野県茅野市車山▽内容＝

参加者全員で協力しての登山▽対象＝

①車いすの方②車いす以外の身体障害

者③支援ボランティア▽定員＝①５０人

②５０人③４００人▽参加費＝①②無料③

１９６００円（２３歳以下は１８６００円）▽申込

方法＝電話かファクスで山岳集団ベル

クラブ本部代表事務所1０４６５（２３）０４１６

5０４６５（２３）６２９０（室井）へ

○市サッカー協会フットサル大会

▽とき＝３月２４日午前９時～午後４時

３０分▽ところ＝市民体育館（スカイア

リーナ座間）大体育室▽競技方法＝予

選リーグおよび決勝トーナメント▽対

象＝協会登録チーム、社会人チーム、１８

歳以上のユースチーム▽参加費＝４０００

円▽申込方法＝電話かファクス（代表

者の住所、氏名、電話番号、チーム名、

社会人・ユースの別を明記）で同協会

事務局15０４６（２５３）７０１１（上之門）へ

○ハローワーク厚木・大和合同就職面

　接会

▽とき＝２月１９日午後１時～４時▽と

ころ＝オークラフロンティアホテル海

老名（海老名市中央２－９－５０）▽内

容＝企業の人事担当者との就職面接▽

申込方法＝当日直接会場へ▽問い合わ

せ先＝厚木公共職業安定所事業部門1

０４６（２９６）８６０９
○初心者向け自然観察会

　「ヤマアカガエルの産卵と冬の野鳥」

▽とき＝２月２４日午前９時～１１時（雨

天の場合３月２４日に延期）▽ところ＝

芹沢公園南側入り口管理事務所前集合

▽対象＝どなたでも▽参加費＝無料▽

持ち物＝双眼鏡（お持ちの方）▽申込方

法＝電話で芹沢親と子の自然観察会1

０４６（２５４）６６０６（脇田）へ※当日参加も可
○男の料理教室

▽とき＝２月１６日午前１０時～午後２時

▽ところ＝相武台コミュニティセンタ 

ー実習室▽内容＝混ぜご飯、カキのと

ろみ汁、煮物、おひたしを作る▽対象

＝成人男性▽定員＝１５人（先着順）▽

費用＝８００円（材料代）▽持ち物＝エプ

ロン▽申込方法＝２月１１日までに電話

で同センター1０４６（２５８）３００１へ

○ザマスキー

　スノーフェスタ志賀高原

▽とき＝３月２２日夜～２４日夜▽ところ

＝長野県志賀高原一の瀬スキー場▽内

容＝カービングスキーの楽しみ方およ

び試乗会▽対象＝市内在住者（小学生

以下は保護者同伴。フリースキー、ス

ノーボードでの参加も可）▽定員＝３０

人（先着順）▽参加費＝１９８００円、小学生

以下１７５００円（別途保険代５００円程度）▽

申込方法＝２月２５日までに電話で座間

スキークラブ1０４６（２５３）９９８３（星野）へ

○人権啓発講演会

▽とき＝２月１５日午後１時３０分～４時

▽ところ＝相模原市民会館大ホール（同

市中央３－１３－１５）▽演題＝新ちゃん

のお笑い人権高座▽講師＝噺家　霧の

新治さん▽対象＝どなたでも▽受講料

＝無料▽問い合わせ先＝横浜国際人権

センター1０４５（２６１）３８５５

◆ミスタークッキング

▽とき＝毎月第３日曜日午前１０時～午

後１時３０分▽ところ＝東地区文化セン

ター▽内容＝レシピを片手にわいわい

がやがや一緒に楽しむ▽講師＝神奈川

県食生活改善推進団体連絡協議会顧問

江原五月子さん▽対象＝成人男性▽定

員＝２４人（先着順）▽会費＝５カ月６０００

円（前納、欠席があっても返却しませ

ん）▽連絡先＝1０４６（２５４）２９８９（國分）

◆手編みサークル

▽とき＝毎月第２・第４木曜日午後１

時～３時３０分▽ところ＝立野台コミュ

ニティセンター▽内容＝手編みの基礎

・自由・資格の各コース▽対象＝どな

たでも▽会費＝月額１０００円▽連絡先＝

1０４６（２５３）１２０５（内海）
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生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
で
は
、三
月
二
日（
土
）

か
ら
十
日
（
日
）
ま
で
市
民
文
化
会
館
（
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座

間
）
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
サ
ニ
ー
プ
レ
イ
ス
座
間
）
、
図
書

館
な
ど
を
会
場
に
開
催
す
る
「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　
　

生
涯
学
習
課
1
０
４
６（
２
５
２
）８
４
７
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
０
４
６（
２
５
２
）４
３
１
１

　

市
内
生
涯
学
習
施
設
を
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

い
く
つ
か
の
施
設
で
は
、
日
ご
ろ

の
サ
ー
ク
ル
活
動
も
見
学
し
ま
す
。

○
と　

き　

三
月
三
日
（
日
）
午

　

前
コ
ー
ス
＝
午
前
九
時
〜
、
午

　

後
コ
ー
ス
＝
午
後
一
時
〜

○
コ
ー
ス　

▽
午
前
コ
ー
ス
＝
子

　

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
小
松
原

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
北

　

地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
民
体

　

育
館（
ス
カ
イ
ア
リ
ー
ナ
座
間
）

　

な
ど
▽
午
後
コ
ー
ス
＝
東
地
区

　

文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
公
民
館
、

　

市
民
体
育
館
、
総
合
福
祉
セ
ン

生

涯

学

習

施

設

生

涯

学

習

施

設

巡

り

参

加

者

巡

り

参

加

者

○と　き　２月１７日（日）午後１時～（午後０時
　３０分開場）
○ところ　市民文化会館（ハーモニーホール座間）
　小ホール
○入　場　自由
○プログラム

　ハンセン病療養所で生きた一人の女性、藤本としさんの苦渋に満ちた
生涯を女優結純子さんが演じます。
　ハンセン病の真実を知り、偏見や差別をなくすことは、私たち一人ひ
とりの責務です。多くの方に見ていただき、人権について考え合う文化
を築いていきましょう。
○と　き　２月２７日（水）午後２時～４時
○ところ　市民文化会館（ハーモニーホール座間）小ホール
○定　員　３００人（先着順）
○保　育　あり（要予約）
○その他　手話通訳、要約筆記あり
○申込方法　電話かファクスで担当へ

○と　き　２月１３日（水）午後０時２０分～４０分
○ところ　市役所１階市民サロン
○曲　目　ブラームス作曲　２つの子守歌 op．９１ほか
○演奏者　ヴィオラ　谷口さくらさん、メゾソプラノ
　　　　　垣見純さん、ピアノ　鈴木志鶴子さん

ヴィオラ、声楽、ピアノの奏でる
ロマン派の小品

～あとはやるだけレッツトライ！！～�

「いつでも「いつでも  どこでもどこでも  だれでも学べる」だれでも学べる」��
「いつでも「いつでも  どこでもどこでも  だれでも学べる」だれでも学べる」��「いつでも  どこでも  だれでも学べる」�

生涯学習フェスティバルに参加しませんか！生涯学習フェスティバルに参加しませんか！�
�

生涯学習フェスティバルに参加しませんか！生涯学習フェスティバルに参加しませんか！�
�

生涯学習フェスティバルに参加しませんか！�
�

生涯学習フェスティバルに参加しませんか！�
�
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人権問題講演会 �人権問題講演会 �

演劇：ひとり芝居�
「地面の底がぬけたんです」�
～ハンセン病の真実～�

市民芸術祭�
　　　　演劇部門公演�
市民芸術祭�
　　　　演劇部門公演�

　市では、重度の介護を要するお年寄りを在宅で介護されている方に対
して、介護手当を支給します。
○対　象　平成１３年４月１日現在満６５歳以上で市内に居住し、介護保険
　法における要介護状態区分４または５と認定されている方で、その要
　介護状態が平成１３年４月１日から平成１４年３月１日までの１１カ月間継
　続している高齢者を、在宅で８カ月以上介護している同居の介護者
○手当額　年額１０万円（一括支給）
○申請方法　担当に備え付けの申請書に必要事項を記入の上、３月１日
　（金）から１５日（金）までに担当へ提出
担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高齢対策課
　　　　　　　　　　　　　　　　　  1０４６（２５２）７１２７ 5０４６（２５２）８２３８

座間市要介護�
高齢者介護手当�
座間市要介護�
高齢者介護手当�
座間市要介護�
高齢者介護手当�

介護保険の在宅サービスが変わります�
訪問通所サービスと短期入所サービスの支給限度額管理を一本化�

　従来、訪問通所サービスは１カ月間の単位数を基準として、また、短期入所サービスは６
カ月間の日数を基準として支給限度額の管理がされていましたが、介護サービス利用者の利
便の向上を図るため、本年１月から短期入所サービスの管理を月ごとの単位数で管理するこ
とになりました。
　これにより、１カ月の支給限度額の範囲内であれば、ほかの訪問通所サービスと組み合わ
せて利用することや、毎月短期入所サービスだけの利用もできるようになりました。
○在宅サービスのうち、訪問通所サービスの区分であったもの
　訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテーション、通所介護、通所リハビリ
　テーション、福祉用具の貸与
○在宅サービスのうち、短期入所サービスの区分であったもの
　短期入所生活介護、短期入所療養介護
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○と　き　２月２０日（水）～２７日（水）午前９時～午後５時（月曜日を
　除く）
○ところ　市民文化会館常設展示室
○入　場　自由
担当　　　　　　　　　　 生涯学習課1０４６（２５２）８４７２ 5０４６（２５２）４３１１

ハンセン病写真パネル「IDEA展」�ハンセン病写真パネル「IDEA展」�ハンセン病写真パネル「IDEA展」�

担当　　　　　　　　　　 生涯学習課1０４６（２５２）８４７２ 5０４６（２５２）４３１１

演　　　目団　体時　間

朗読劇「葉っぱのフレディ」楽筒A午後１時１０分

わたしのおかあさんざまざ午後２時

公開ワークショップ「KANJI」ARROW午後３時１０分

おばさんたちの奮闘記楽筒B午後４時２０分

TRIGGERWISH STAR午後５時２０分

※利用日数は、平均的なサービスの単位数から算出したもの
※短期入所利用の場合の注意事項
　１ 連続しての利用は、３０日までとなります。
　２ 連続して３０日を超えない利用であっても、要介護認定期間（原則６カ月）中におおむね
　　 半数を超えないこととされています。
　３ ほかの訪問通所サービスと組み合わせて利用する場合、１カ月に短期入所サービスが利
　　 用できる要介護度別日数は、上表の日数よりも少なくなります。
担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  高齢対策課1０４６（２５２）７５３８ 5０４６（２５２）８２３８

短期入所サービスが利用できる日数の目安１カ月間で利用できる支給限度額要介護度
６日　６，１５０単位要 支 援
１６日１６，５８０単位要介護１
１８日１９，４８０単位要介護２
２４日２６，７５０単位要介護３
２７日３０，６００単位要介護４
３０日３５，８３０単位要介護５

ひとり芝居を演じる
結純子さん

在宅サービスの支給限度額と利用日数
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